
 

2 0 2 2 . 4 . 1 0 

279 
３月２９日 東地申第６３号 

 
＜本文中の□は各営業統括センター、営統括セは営業統括センター、MO はマネジメントオフィスを示します。＞ 

【営業統括センター】 

１．東京・新宿・中野・上野の各営業統括センターの設立の根拠と目的を明らかにすること。 

回答：社会の急速な変化を踏まえ、グループ経営ビジョン「変革２０２７」の目指す「鉄道起点のサービスからヒト起点のサー

ビスへの転換」に向け、系統を越えて新たな価値の創造を一層推進していく観点から、社員一人ひとりの成長意欲に応え、

活躍フィールドを拡大させていくものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．各営業統括センターの規模、業務内容を明らかにすること。 

回答：これまでの硬直的な仕事の垣根を越えた柔軟な働き方を実現していくために、系統や事業分野を越えた業務を行う

こととなる。なお、必要な要員は確保していく考えである。 
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３．東京・新宿・中野・上野の各営業統括センターと乗務員区・車両センター・技術センターとの「兼務・連携」について具体的

に明らかにすること。 

回答：これまでの硬直的な仕事の垣根を越えた柔軟な働き方を実現していくために、系統や事業分野を越えた業務の融合

や、兼務・連携はこれまで以上に進めていく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各営業統括センターにおいての「業務の融合」や「活躍フィールドの拡大」を目的とした教育・訓練について、考え方を明

らかにすること。 

回答：必要な教育・訓練は実施していく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．社員用設備の維持・管理および、寝室やトイレなどの女性設備の新設・整備について明らかにすること。 

回答：必要な設備の整備は行っていく考えである。 
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６．想定する「新たな活躍フィールド」について具体的に明らかにすること。 

回答：これまでの硬直的な仕事の垣根を越えた柔軟な働き方を実現していくために、系統や事業分野を越えた業務を行う

こととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．支社から移譲される企画業務や権限について明らかにすること。 

回答：これまでの硬直的な仕事の垣根を越えた柔軟な働き方を実現していくために、系統や事業分野を越えた業務を行う

こととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．各営業統括センターにおいて、資格を有する運転取り扱い業務があるのか明らかにすること。また、その場合における考

え方について明らかにすること。 

回答：東京営業統括センター、新宿営業統括センター、中野営業統括センター、上野営業統括センターの設立に伴い、運転取

扱業務を変更する考えはない。 
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９．各営業統括センターにおいて、異常時や輸送障害が発生した場合の考え方を明らかにすること。 

回答：異常時等の対応については、箇所総体で対応することとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．個人情報の取扱いについて、責任者や取り扱いについて明らかにすること。 

回答：各箇所における業務実態を踏まえ、個人情報管理規定等に則り取り扱うこととなる。 

 

 

 

１１．各営業統括センター所属の社員の出勤箇所を明らかにすること。 

回答：勤務箇所については、就業規則等に則り取り扱うこととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．各営業統括センター所属社員の勤務作成および、勤務指定の取扱いについて明らかにすること。 

回答：就業規則等に則り取り扱うこととなる。 

 

 

 

１３．各営業統括センター設立後における今後の営業職場の将来像について明らかにすること。 

回答：社会の急速な変化を踏まえ、グループ経営ビジョン「変革２０２７」の目指す「鉄道起点のサービスからヒト起点のサー

ビスへの転換」に向け、系統を越えて新たな価値の創造を一層推進していく観点から、社員一人ひとりの成長意欲に応え、

活躍フィールドを拡大させていくものである。 
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１４．各営業統括センター設立までの教育・訓練ならびにスケジュールについて具体的に明らかにすること。 

回答：必要な教育・訓練は実施していく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マネジメントオフィス】 

１．マネジメントオフィスを設立する根拠と目的を明らかにすること。 

回答：現業機関における柔軟な働き方の支援と系統間の融合による新たな価値創造の推進のため設立する。 

 

 

 

 

 

 

 

２．マネジメントオフィスの設置箇所、規模感、業務内容を明らかにすること。 

回答：東京営業統括センター、新宿営業統括センター、上野営業統括センター内にマネジメントオフィスを設置し、各現業機

関における業務の支援・バックアップ等を担うこととなる。なお、業務の運営に必要な体制は確保していく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．マネジメントオフィスの設立に伴い、新設する設備等を明らかにすること。 

回答：必要な設備の整備は行っていく考えである。 

 

 

 

 

 

４．各営業統括センターとの役割の違いを具体的に明らかにすること。 

回答：現業機関における柔軟な働き方の支援と系統間の融合による新たな価値創造の推進のため設立する。 
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５．支社から移譲される企画業務や権限について明らかにすること。 

回答：現業機関における柔軟な働き方の支援と系統間の融合による新たな価値創造の推進のため、一部業務を移管する。 

 

 

 

 

 

 

 

６．各現業機関の業務支援について明らかにすること。 

回答：現業機関における柔軟な働き方の支援と系統間の融合による新たな価値創造を推進していく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．系統横断での業務遂行、課題解決の推進は何か具体的に明らかにすること。 

回答：これまでの硬直的な仕事の垣根を越えた柔軟な働き方を実現していくために、系統や事業分野を越えた業務の融合

や、兼務・連携はこれまで以上に進めていく考えである。 

 

 

 

 

 

【地区再編】 

１．地区再編について５地区から３地区にする根拠と目的を明らかにすること。 

回答：現業機関における課題解決や系統間の融合による新たな価値創造を推進するため、これまで以上に線区や地域等を

意識し、地区区分を見直すこととした。 

 

 

 


